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早産児出生より 1年間の父親としての経験
- 20代前半の男性へのインタピ、ユーからー

常田美和1) 平塚志保 2)

1)日本赤十字北海道看護大学 2)北海道大学医学部保健学科

First Year Experience of Fathers of Preterm Infants 
From Interviews of Men in Their Early 208一

Miwa TSUNETA1)， Shiho HIRATSUKA2) 

l)The Japanese Red Cross Hokkaido College of Nursing 

2)Division of Nursing，Department of Health Sciences，School of Medicine，Hokkaido University 

要旨

本研究の目的は、早産で出生した子どもの父親のうち、 20代前半の男性が、出生より 1年の聞に父親

として経験した気持ち・考えなどの変化を明らかにすることである。研究方法は、第1子である早産児

の出生より 1年経過した20代前半の父親2名に半構成的面接を行い、質的帰納的に分析した。

分析の結果、[早産によるパニック状態]、[出生の安堵感]、[わが子への不安]、【わが子の成長の実感]、

【父親としての実感]の5カテゴリーが抽出された。

20代前半の父親は、必然的に関わらざるを得なかった早産から 1年間多くの危機を乗り越え子どもと

の関係性を築いていた。とくに父親にとって実際に五感を通した子どもとの接触体験が重要であった。

他方、若い父親は、早産児の育児の大変さを妻の努力を見ながら感じていながらも、このような妻へ

の思いは言語化することに慣れていない傾向がみられた。本研究の結果、妻とのパートナーシップをサ

ポートすること、若い父親がゆっくりと父親としての実感を得てし、く過程をサポートすることが、父親

と妻子の相互関係を育てていくうえで重要であることが示唆された。

キーワード:早産児、青年期、 父親、経験

1.緒言

早産児の出生による父親自身の経験や心理状

態について焦点をあてた研究1)-6)では、早産

児出生による不安を抱えながら父親としての役

割を果たそうとする気持ちから行動し、そのこ

とが子どもとの関係性の始まりとなることが報

告されている。早産児が出生すると父親は仕事

や日常生活を維持しながら、児の状態に関する

説明を受け、その情報を母親に伝え、様々な手
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続きの責任を担うなど多くの役割を期待される。

20代前半の若い父親は、ライフサイクルにおい

て青年後期に位置づけられ、エリクソンの発達

課題であるアイデンティティと親密感を獲得し

ていく途上にある。そのため、成人期の男性に

比べ、自分と他者のアイデンティティを融合さ

せ、新しい家族を築き上げ親密感を獲得する力

は不十分であることが考えられる。それゆえ、

結婚そして早産児の父親になる経験が、これら
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の発達課題の獲得を阻害しないよう支援するこ

とは重要であると考える。

そこで、本研究では、 20代前半にある若い男

性の早産児の父親としての経験を明らかにする

ことを目的とした。わが国の第1子をもっ男性

の平均年齢より若い男性の父親としての経験を

理解することは、若い夫婦における親子関係の

確立や家族支援の方向性を示すための基礎的デ

ータになると考える。

E 研究目的

早産で出生した子どもの父親のうち、 20代前

半の男性が、出生より 1年の聞に父親として経

験した気持ち・考えなどの変化を明らかにする。

E 研究方法

1 .対象者の条件

2003年12月から2004年 7月にかけて出生した

第1子である早産児が、 NICUに入院した経験を

有する父親で、下記の条件を満たす者とした。

対象者の紹介は北海道内A市内のNICUをもっ

病院施設に依頼した。

1)両親が児の養育に支障をきたすような心身

の疾患、家庭内の問題などを有していない者

2)両親は婚姻関係にあり、児は実子であること

3)児が出生時より 1年を経過していること

4)児は単胎の早産児であること(在胎週数37

週末満)

5) 出生体重2000g以下で、あること

6)児に先天性疾患、奇形や神経学的後障害が無

し、こと

7)家庭での育児において医学的処置を要しな

し、こと

8) 父親の年齢が25歳未満であるもの

2 データ収集

データの収集は、 2005年2月から 8月で、対

象者に約 1時間の面接を各 1回行った。面接場

所は対象者の至便性に合わせて選択した。デー

タはプライパシーの保持で、きる場所で、半構成

化面接を実施し収集した。質問内容は、①お子
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さんが生まれてから退院するまで(お子さんの

入院中)の気持ち、②退院後からこれまでの気持

ちと生活の変化の 2点とし、記憶にあることを

自由にお話していただいた。これらの質問内容

を中心に自由に語っていただき、その中で対象

者が早産児の父親として経験した出来事に関す

る状況を確認しつつ、その出来事により対象者

の気持ち・考え・行動にどのような変化がみら

れたかを明らかにするように質問を加えた。面

接内容は、対象者の承諾を得た後テープに録音

した。

3 分析方法

データ分析は質的帰納的研究方法に基づいて

以下の手順で、行った。

1)面接を録音したテープから逐語録を作成し

てデータとした。

2) データからテーマに関係のある父親の経験

を気持ち、考え、行動に着目して、文脈に留

意し、類似性と相違性を考え、比較検討しな

がらコード化した。コード化の抽象度のレベ

ルを上げ¥その意味を適切に表現するサブカ

テゴリーを生成した。

3)各々のサブカテゴリーのネーミングは適切

か、比較分析してカテゴリー化を行った。

4) スーパーパイザーとの話し合いを通じて、コ

ード化とカテゴリー化が適切に行われてい

るかどうか検討し、抽出されたカテゴリー聞

の関連性を検討した。

4 信頼性と妥当性

質的研究方法に精通している指導者のスーパ

ービジョンを受けて、コード、サブカテゴリ一、

カテゴリーの妥当性について検討を重ねること

で信頼性と妥当性を高めた。

5.倫理的配慮

データ収集においては、以下の内容について

口頭および書面をもって説明し、同意を得た上

で研究協力の同意書に署名を依頼した。同意書

は2部作成し、研究者と対象者がそれぞれ保管

した。
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1)いつでも研究への参加を断ることが可能で

あり 、断ることによる不利益がないこと。

2)答えたくない質問には答える必要がないこ

と。

3) 面接によって得られたデータは秘密を保持

し、研究以外には使用しないこと。

4)研究の成果は、複数対象者の内容をまとめ、

個人を特定することがないよう配慮するこ

と。

5)録音されたテープ、データは研究終了後早期

に消去すること。

N 結果

1 .研究対象者の背景

対象者Aは、 23歳で有職者であった。妊娠33

週に経陸分娩により 1，480gの男児が生まれ、子

どもの入院期間は29日間で、あった。対象者Bは、

22歳で有職者であった。妊娠26週に経睦分娩に

より 900gの男児が生まれ、子どもの入院期間は

100日間であった(表1)。

表 1 対象者の背景

対象者A 対象者B

父親の年齢 23歳 22歳

父親の職業 会社員 会社員

妻の年齢 ・職業 25歳・主婦 22歳・主婦

結婚年数 2年 1年

妊娠分娩経過 陣痛発来 陣痛発来

母体搬送 母体搬送

経陸分娩 経睦分娩

家族構成 核家族 核家族

児の性別 男児 男児

在胎週数 33週 26週

出生体重 1480 g 900 g 

児の入院期間 29日 100日

面接時の児の月齢 1年2ヶ月 1年 1ヶ月

対象者Aの妻の年齢は25歳、対象者Bの妻は21

歳、共に専業主婦、家族構成は核家族で、結婚

年数は 1~2 年で、あった。

対象者は子どもの出生当日に初回面会し、そ

の後は子どもの状態に応じて、タッチング、抱

っこ、カンガルーケア、授乳、休浴などの子ど

もとの接触の機会が提供されていた。

2 早産児出生より 1年間の20代前半の父親と

しての経験

抽出されたサブカテゴリーは15であり、さら

に意味的なまとまりにおいて 5つのカテゴリー

[早産によるパニック状態L[出生の安堵感]、

[わが子への不安]、[わが子の成長の実感]、【父

親としての実感lが抽出された(表 2)。

以下、導き出されたカテゴリーとそれを構成

するサブカテゴリーについて説明する。カテゴ

リーは[ ]、カテゴリーを構成するサブカテゴ

リーは[ ]で示した。カテゴリーを説明する

ために、その内容を表すデータの一部を rj 

で引用し、内容が難解であると思われる部分は

( )で補足した。

表2 各カテゴリーとサブカテゴリー

カテゴリー サブカテゴリー

I早産によるパニッ 1子どもの生命への危倶

ク状態 2混乱状態

H出生の安堵感 1泣き声を聞き安心

1赤ちゃんのイメージとのギ

ヤッフ

Eわが子への不安 2父親になった実感の乏しさ

3触れたり抱いたりする不安

4子どもの健康への不安

1生きている子どもを実感

2成長の楽しみ
Wわが子の成長の実感

3退院の喜び

4心配の軽減

1育児の大変さの実感

2自分と似ているところの発見

V父親としての実感
3子どもや周囲の反応の変化

4父親としての意識の変化
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1)第1カテゴリー[早産によるパニック状態}

このカテゴリーは、 2つのサブカテゴリー[子

どもの生命への危倶]、[混乱状態]から構成さ

れた。子どもの出生前から出生後早期の段階に

おける、早産による子どもの生命への危機感を

もっ経験を表したものである。父親は頭の中が

真っ白になるような状況の中で、最悪の状況を

想定し不安を強くしていた。

「子どものことが心配でした。大丈夫なのかな

ーって未熟児って・一。J(対象者A)

「まあ、頭が真っ白でしたよ、あせりもあった

し、助からないんじゃなし、かと、子どもが、と

にかくちいちゃいな。900gって聞いて、ほんと

びっくりっていうか、不安、いろんなこと考え

て、最悪な場合とかも・・・。J(対象者B)

「なにをしていいのかわからない、引っ越した

ばっかりだっだんで、住所も全然わかんなくて、

頭が真っ白でしたね。その日の記憶があまりな

い。J(対象者B)

2)第 2カテゴリー[出生の安堵感]

このカテゴリーは、 1つのサブカテゴリー[泣

き声を聞き安心]から構成された。早産という

危機を乗り越えて出生した子どもの産声を聞き、

無事に生まれてきた安堵感と感動から、自分も

泣くという経験をしていた。

r (分娩室の)外で、っていうか、すくやそばで、待っ

てました。だいぶ、で、泣く声が聞こえて、自

分も泣いたって感じで(笑し、)。安心しましたね、

もうほんと良かった。J(対象者B)

3)第 3カテゴリー[わが子への不安]

このカテゴリーは、 4つのサブカテゴリー[赤

ちゃんのイメージとのギャップ]、[父親になっ

た実感の乏しさ]、[触れたり抱いたりする不安]、

[子どもの健康への不安]から構成された。思

い描いていた赤ちゃんのイメージと異なりとて

も小さく、生きている実感の乏しい子どもの外

観に不安が強くなり 、自分の子どもとしづ実感

の希薄なまま、恐る恐る子どもに触れていた。

そして、子どもの様々な健康問題に悩みながら、

つらい気持ちで面会を継続するという経験をし
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ていた。その後、子どもの退院が決まる段階に

おいても、もし何かあったらという不安を抱え

ていた。

「結構すぐ面会になって、それ見てまたいろん

な不安が、すごいちっちゃかった。イメージと

全く違ったんでほんと、生きてるのかもわかん

ないような…。J(対象者B)

「モニターと管?口?鼻に入って、手にもついて

たような、点滴?かわいそうだなーと思いまし

た。J(対象者A)

「ずーっとピンとこなかったですよね。ほんと

に自分の子どもかなーっていう、結構長い間。J

(対象者B)

「あんまり抱けなかったんですよ。寵みたいの

に入ってって、なんか心電図みたいのとかいっ

ぱいつけてて、呼吸がどうのこうのとか、それ

が乱れるから、記録してるやつがわかりずらく

なるからって。J(対象者A)

「ネ刀めて触ったのは、生まれた 3日後です。恐

かったですね、なんか、大事にって言うか、ほ

んと触るの恐くてあんまり触れなかった。J(対

象者B)

「結構病気も多かったんで、、ずっと悩んだ、会

うと結構つらくなるというか、見ると、 何回も

こういろんな病気が生まれてからずっと、あっ

たり ・病院の時はほんとにやっぱり、そんなに

長い時間も居れないタイプなんですよ。なんか

何をしていいのかわかんない。J(対象者B)

「退院は、嬉しいのもありましたけど、不安の

ほうが大きかったです。わりとそれも、病院に

いたら、こう、もしなんかあってもすぐ、家に

いたらそういうわけにし、かないんで。泣いたら、

なんか病気でないのかなーとか。J(対象者B)

4)第4カテゴリー[わが子の成長の実感}

このカテゴリーは、 4つのサブカテゴリー[生

きている子どもを実感]、[成長の楽しみ]、[退

院の喜び]、[心配の軽減]から構成された。病

院や家庭という場と時間の経過の中で、父親は

子どもとのふれあいや面会を通して子どもの生

命感を実感し、成長を楽しんでいた。退院にあ
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たっては、同じ布団の上で寝ることができるこ

とに喜びを感じていた。そして、 1年経過して

やっと子どもの健康への心配が徐々に軽減する

という経験をしていた。

「なんか最初はずっと寝てるんで、ずっと見て

てもそんな、でも時々手を握ったり、あとカン

ガルー教室?あれで、ま さか脱ぐと思わなかっ

たんで(笑し、)あれで、やっぱりこう、実感てい

うか、なんだろ、生きてるんだ、なって感じた。

じっと見てたらほんとに動かないっていうか、

こう酸素やってるんですけど、呼吸してるのも

あんまりわかんない。カンガノレーで、はあったか

いって言うか、独特の体温ー・。J(対象者B)

「面会ではどんだけ成長したかがやっぱり楽し

みだ、った。でもあんまり、やっぱり最初は気づ

かなかった、どう成長してるのかが・.J (対象者

B) 

「ずっと目開けないでないで下すか、目やっと開

けた時にあ一目開けたなとか、ちょっとした動

きでもアーこういう風にするようになったとか、

たいした成長じゃなかったんですけども、成長

してるんだなーっていう実感は。J(対象者A)

「歩き出した時、 2ヶ月くらい前なんですけど、

急に立ち上がり、誕生日の前の日に家で。いや

ー立ったか!って感じでした。J(対象者A)

「“ママ"って言ったとき。それ聞いた瞬間びっ

くりした。帰ってたらいきなり立ってたり。J(対

象者B)

「ょうやっと家に帰れるっていう、くつろげる

って言うか、 一緒にねっころがりながら、布団

の上で、ねっころがったりとかできるし、そうい

うのが良し、かなって感じ。J(対象者A)

「今はあまり心配じゃない、ほんとここ 1ヶ月

くらいじゃないですかね一心配がなくなったの

は。J(対象者B)

5)第5カテゴリー[父親としての実感]

このカテゴリーは、 4つのサブカテゴリー[育

児の大変さの実感]、[自分と似ているところの

発見]、[子どもや周囲の反応の変化]、[父親と

しての意識の変化]から構成された。手のかか

-69一

る子どもや妻の大変そうな様子を見て、育児に

大変なエネルギーが必要なことを実感していた。

しかし、育児は妻に任せきりになり、 「大変だなJ

と思いつつも直接的に妻に言葉をかけるような

行動化に至っていなかった。一方、家庭生活と

いう子どもとの直接的な関わりや周囲の反応か

ら父親としての自分を意識し、その変化を自覚

するという経験をしていた。

[" (母乳)搾ってパックにして、で毎日持ってっ

て、搾ってましたね、大変そうでしたねー見て

て、大変なんだ、なーって思うことしか、その時

は-ーし、やー自分の子のためならやるんだなー自

分の子のためならっていうか、これが母親なの

かなーって、それは今でも思うんですけど。J(対

象者A)

「なんか子育ても当り前ですけど、したことな

かったんで、親とか来てもらって、なんとかな

ったんですけど。育児は難しい、難しいって言

うか、ずっと一緒に居ないと、帰ってきたらだ

いたい寝てるんで、常に居ないと、そう育児は

できないと。子どもが大事とういうか、やっぱ

いろいろ、先月だ、ったか風邪ひいて入院して、

大変で…J(対象者B)

「最近、会う のは夜だけですねー。寝てます。

育児は最近はほとんどしてないですねー。ほと

んどっていうくらいしてないですね。全部まか

せちゃうっていう感じでー・あんまりないんです

よね役割って、夜も遅いんで・ーJ(対象者A)

「わが子だなあと思うのは、寝相が悪いとこか

なー(笑い)J (対象者B)

「自分ではわからないですけど、周りからは言

われるんですよね。父親らしくなったとか一。

仕事行く時とか帰ってきた時に手振る時とか、

帰ってきたら走ってきたりとか、そういうのも

父親だなって気がしますね。J(対象者A)

「もの買うにしても、自分のもの買うなら子ど

もに買ってあげたい、自分の親がそうしてたよ

うになるんだなーっていう気持ちが、やっと親

になって親の気持ちがわかったっていうか。」

(対象者A)
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「生まれたことで仕事もがんばらなきゃいけな なくなりました。J(対象者B)

いなとか、まあ食べさせていくというか。多分、

今の同世代の友達とかと感覚が合わないという

か。今、 22ですけど、みんなだいたい遊んでる

じゃないですか、一番遊んでる時期に、より現

実的になったというか、もう、そんなに遊んで

もいられないし、仕事と家庭のことで精一杯で

すね。J(対象者B)

「子どもはもともと好きなほうじゃないんで、

だから、育児は任せてたというか、でも最近は

遊んでるのが楽しいというか。どんどんかわい

くなってきた。いとおしい。今は心配はあまり

出生

V.考察

1 早産児をもっ若い父親としての経験

本研究対象者2名の語りより得られたデータ

の文脈に基づき、各カテゴリーを検討した。各

カテゴリーは、早産児の出生より 1年間の順調

な経過という時間軸のなかで、父親の経験を構

成していた(図)。

1年

図 カテゴリ一間の関連図

早産という子どもの生命を脅かすような緊迫

した状況において最初に生じる経験は[早産に

よるパニック状態]で、あった。早産児の父親は、

(緊急帝王切開前の)異常の認知段階にあると

きに「驚きJ["不安」を感じる7)。全てのことが

とても早く起こるため、父親は実際に何が起こ

看護総合科学研究会誌 Vo1.9，No.3， Dec. 2006 -70 

っているのか理解できず、出来事が自分のコン

トロールで、きないところで進行してしまう、と

いう感情を経験する 8)。本研究における父親も、

「頭の中が真っ 白になった」と語っており、自

分ではどうすることもできない状況に驚き狼狽

し、判断や思考のできない状態に陥っていた。
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そして「最悪の場合を考えるJという子どもの

生存への強し、不安を経験していた。これは、子

どもが死ぬかもしれないということに対する気

持ちの準備である予期的悲嘆を表している。ま

た、分娩体験の満足度は父親の子どもに対する

感情や父親役割への適応における父親のストレ

スと関連が強いとされているが 9)，10)、予測外の

時期に驚きと不安の強し、分娩を経験し、さらに

自分の力ではどうすることも出来ない状況下で、

眼前の事態の対応に必死な状況におかれる経験

は、わが子と対面したときの感情にも影響を及

ぼしていることが考えられる。

このような[早産によるパニック状態}は子

どもの出生後[出生の安堵感]となり和らいで

し、く。父親が分娩室の外で子どもの産声を聞き、

「自分も泣いたj としづ経験は、続いていた緊

張感からくるストレスを緩和する出来事となっ

ていた。しかし、一方で面会において目にした

わが子は父親が思い描いていた赤ちゃんのイメ

ージと異なり、生きている実感が乏しい、とい

う印象を父親に抱かせる。管がたくさん付いて

いてかわいそうな子どもの外観に父親は[わが

子への不安]を経験し、自分の子どもという実

感は希薄であった。これは、 NICUIこ入院した極

低出生体重児の母親の心理過程における、保育

器に入っている子どもを実感として受け止めら

れない時期の状況11)と共通している。父親は、

恐る恐る子どもに触れつつも、まだ子どもに対

して親密な感情を抱くには至っていなかった。

入院中の面会においては、病院は父親にとっ

て居心地の良い場所ではなく、次々と出てくる

子どもの健康問題に悩み、「会うとつらくなるJ

気持ちを経験していた。父親としての実感が乏

しいまま、このように悩みながら面会に通う努

力が続けられていた。[わが子への不安]は、子

どもの退院後も「家に帰って、もし何かあった

ら・・・。」という子どもの健康への不安として存

在していた。

一方、仕事の合間をぬい面会に通う努力を続

けていた子どもの入院中から、退院して家庭生
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活に入っていく時間の経過の中で、病院や家庭

という場で子どもの成長発達過程を通して[わ

が子の成長の実感]は高まっていた。出生時の

ような子どもの生命の危機を感じる強し、不安は

軽減してゆき、出生からl年近く経過し、子ども

が立ち上がったり「ママ」と言ったりしたこと

を印象深く語り、子どもの成長への驚きと喜び

を表現していた。その頃になり、ようやく子ど

もへの心配が軽減していた。このような[わが

子の成長の実感]は[父親としての実感]と緊

密に関連し、父親と子どもとの相互作用を発展

させていく過程で相乗的に高まっていた。

初めて父親になった男性の調査凶，13)から、

子どもとの接触体験を契機に自分の子どもとい

う実感、父親になったという実感が生じていた

ことが報告されている。同様に、 20代の乳幼児

をもっ日本人男性を対象とした調査においても、

父親であることを最初に実感するのは、初めて

子どもの顔を見たときが32%、初めて子どもを

抱いたときが22%と、実際に子どもと接した場

面に関する回答が半数以上を占めている 14)。ま

た、早産児の父親に関しても、父親の愛着(永

続的粋、人間間の愛情関係と定義)の感情は、

父親が初めて児を抱いた時と強く関連している

ことが明らかになっている 15)。これらのことか

ら、男性は、子どもを見たり抱いたりといった

接触体験を通してわが子であるという実感を強

めていくと考える。しかし、早産児の場合には、

特殊な環境下で、子どもとの接触体験も限られ

る。加えて、多くの医療的な機器に固まれたわ

が子を前に、父親は、「恐くて触れなしリという

不安のなかで子どもと接することになる。これ

は、対象者が語った「本当に自分の子どもか、

長い間ピンとこなかった」という父親の実感の

乏しさに影響していると考えられる。しかし、

対象者がカンガルーケアで子どもの体温を直に

感じ、「子どもが生きている実感Jを得たと語っ

ているように、早産児の父親にとっては、子ど

もを見るだけではなく、実際に触れ合うことで

五感すべてを通した子どもとの接触体験が重要
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であると考える。

生後 1ヶ月から 1年の父子関係と父性の発達

についての縦断的研究附では、ことに4ヶ月頃

までは父親達は「自分が大変j ということより

も「妻が大変だなあ」という思いを抱いている

ことが明らかにされている。乳幼児をもっ20代

の父親の家事・育児分担の特徴として、時間が

なく妻に任せるタイプが56%を占めており 15)、

年代的に若い父親が仕事に打ち込みながら、家

族との時間に不足を感じていることが報告され

ている 17)。本研究の対象者の場合は、夜間でも

搾乳しなければならない妻や感官で入院しなけ

ればならない子どもに付き添う妻に対して、「大

変なんだ、なj という言葉を使っている。すなわ

ち、育児の大変さ、責任の重さを感じ、妻の努

力に感嘆する気持ちを持っていた。しかし、そ

れらの思いは心のうちに留められ、直接的に妻

に言葉をかけたり、育児に積極的に参加したり

という行動化に至つてはいなかった。その背景

には仕事中心の生活があった。本研究対象者も、

早朝から深夜遅くまで仕事をしなければならな

い若い父親であり、手のかかる子どもの育児に

参加することは時間的に難しい状況にあった。

子どもに愛情や関心をもっ一方で、妻の育児負

担を軽減するための育児参加とし、う気持ちが語

られることはなく、妻に任せてしまっていると

いう気持ちでいることがわかった。しかし、結

婚して間もなく早産児の親となった若い夫婦は、

子どもとの関係性を育てると同様に、夫婦の関

係性を育てる途上にある。したがって、新たな

家族システムに適応していくことが必要であり、

妻との協力関係が重要と考える。父親は、育児

は「両親の協力でなんとかなった」と感じてお

り、壮年期にある両親のサポートを得られるこ

とは、若い早産児をもっ夫婦にとっては強みに

なると考える。

結婚して問もないうちに早産児の出産と育児

を経験するという危機的状況の中にあっても、

日常的な子どもとの関わりや周囲から父親らし

くなったと言われることで[父親としての実感]
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は高まっていた。「自分のものを買うなら子ども

に買ってあげたしリ、「同世代が一番遊んで、いる

時期だが、自分は遊びよりも仕事と家庭を優先

させる」としづ意識が生れている。そして、同

世代とは感覚が合わなくなったと感じている。

つまり、必然的に関わらざるを得なかった早産

から、多くの危機を乗り越え子どもとの関係性

を築いてきた若い父親の経験は、父親としての

自覚を促される契機となり、父親としての意識

に影響を及ぼしているといえる。

2.早産児をもっ若い父親の看護への示唆

本研究結果より、早産児をもっ若い父親の看

護への示唆について述べる。

1)妻とのパートナーシップをサポー トするこ

と

若い父親は、早産児の育児の大変さを妻の努

力を見ながら感じていた。また母親としての努

力に感嘆していた。しかし、このような妻への

思いは言語化することに慣れていない傾向がみ

られた。その上、仕事の拘束時間の長さから、

日々の育児は妻にまかせきりになってしまって

いた。子どもへの愛情や関心をもっ一方で、妻

のために育児協力という意識は低い傾向がうか

がえた。看護師は父親の妻への言語化されない

思いを引き出していくことで、父親と母親の双

方をエンパワーメントし、父親と妻子の相互関

係を育てていくことが重要であると考える。

2)若い父親のゆっくりと父親としての実感を

得てし、く過程をサポートすること

父親が「本当に自分の子どもか、長い間ピン

とこなかったJと語っていたように、早産児の

出生後父親が子どもとの心理的距離感をもっ背

景には、思い描いていた赤ちゃんのイメージと

異なり、生きている実感が乏しく、恐くて触れ

ないなどの不安があった。そして、子どもの入

院中も次々に起こる問題に直面し、つらい気持

ちで面会していた。

しかし、カンガソレーケアを通して子どもが生

きていることを実感するとし、う経験のように、

父親にとって実際に五感を通した子どもとの接
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触体験が重要である。子どもの成長発達を感じ

とりながら、時の経過とともに不安が軽減し、

かわいいと思うようになっていた。そしてつい

には、自分より子どもを優先したい気持ちゃ遊

び、中心の生活を送っている同世代と、妻子をも

った自分の感覚の違いを意識し、父親としての

自覚が育っていた。このようにゆっくりと父親

としての実感を得てし、く過程をサポートするた

めに、看護師は父親と子どもとの接触体験を促

し、父親のペースで子どもと自由に触れ合うこ

とのできる環境を提供することが大切である。

そして、子どもとの相互関係から生まれる父親

の実感や意識の変化を捉えながら、子どもの成

長発達を共に見守る存在であることが、父親と

子どもの相互関係を育てていくうえで大切であ

ると考える。今後は、看護の立場から更に長期

的な支援を実践できるシステムの確立が求めら

れる。

羽結論

本研究において、早産児をもっ20歳代前半の

父親2名を対象に、子どもの出生より 1年間の

父親としての経験を分析し、以下のことが明ら

かになった。

1 .早産児の父親としての経験を構成する 5つ

の力テゴリー

第 1カテゴリー:[早産によるパニック状態]

第2カテゴリー:[出生の安堵感]

第3カテゴリー:[わが子への不安]

第4カテゴリー:[わが子の成長の実感]

第5カテゴリー:[父親としての実感]

2. 本研究の限界

本研究の対象は、 一施設から抽出しており、

2名と少数例である。 しかし、早産児をもっ若

い父親を含めた家族支援の基礎的データとなる

と考える。
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First Year Experience ofFathers ofPreterm Infants 
From Interviews of Men in Their Early 20s一

恥1iwaTSUNETA 1)， Shiho HIRATSUKA 2) 

l)The Japanese Red Cross Hokkaido CoIlege of Nursing 

2)Division ofNursing，Department of Health Sciences，School ofMedicine，Hokkaido University 

Abstract 
The objective of the present study was to elucidate changes in the thoughts and feelings of fathers (age， 

early 20s) of preterm infants during the first year of their experience as fathers. Semi-structured interviews were 

conducted with two fathers whose first child was born preterm one year prior to the study and the data were 

analyzed using quaIitative induction. 

The foIlowing five categories were identified foIlowing analysis:“state of panic due to preterm birth"， 

“sense of reIief about childbirthヘ“concernabout the child"，“actual feeIing of the child's development"， and 

“actual feeling of being a father" 

During their premature children's first year， fathers overcame various crises to establish relationships with 

their children.Contact with his child through the five senses was especially important to each father. Although 

young fathers felt it was difficuIt for their wives to take care of the premature infant， they tended to avoid 

expressing such thoughts to their wives. 

Our findings suggest that supporting relationships between fathers and their wives， and supporting the 

process in which young fathers gradually become aware of their roles as fathers are important for promoting 

interactions between fathers and their wives and children. 

Ke戸市ords:qualitative study ， preteロninfant， father， experience 
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